「Double Major」の時代 by 相磯 秀夫 & Hideo Aiso
1東医大誌　62（1）：1－2，2004
「Double　Major」の時代
東京工科大学学長
相　磯　秀　夫
　Hideo　AISO
　学術の急速な進歩と産業・社会の急激な変革は大学にも大幅な改革を求めている。わが国でも、国立大学の独
立法人化をはじめ公立・私立大学の生き残りをかけた改革が話題にのぼっている。大学の改革において、最も大
切なことは①これからの学問の進歩とその発展を見据え、②大学に対する産業や実社会のニーズを見極めた
上で、③未来への架け橋としての魅力ある大学像（ビジョン）を描き、④それらを実際の教育・研究の場に実
現する努力である。これからの大学は、個々の学問の発展を目指した知識生産の場としての存在だけでなく、産
業的・社会的応用のコンテクストを重視した実践的な知識・技術の交流点であることが望まれている。特に、実
践的な教育・研究を標榜する大学においては、その成果の目標を見定め、その達成のために関係する諸学問の英知
を結集する知識・技術生産の様式をとることが必須になる。当然のことながら目的達成のためには、諸学問横断
（Cross－disciplinary）的なアプローチをとることが必要になる。最近の複雑な学術ならびに社会問題の多くはこの
範疇に属しているが、一つの個別学問の領域で問題を解決することは限界にきていることを物語っている。また、
独立した学部や学科の存在が希薄にありつつあることも示唆している。個々の学問分野で活躍する専門家の存在
は重要なことであるが、多様な専門性もった人がそれぞれの領域を越え、問題解決のために協力しなければこの
種の難問は解決できないし、新しい学術の世界を切り拓くこともできない。　このような意味から、最近の米国
では“Double　Major（二つの専門）”をもっことを奨励している。“Second　Major（二つ目の専門）”として人気のあ
る分野は、情報科学・ビジネス経営・法律・心理・統計・…であるが、いずれも大学院修士課程で就学できるよ
うになっている。例えば、医学部の卒業生が情報科学の教育・研究を大学院で受けることができる。その逆は難
しいかも知れないが、大学院は他の専門分野の卒業生あるいは社会人を受け入れる態勢を整えている。残念なこ
とに、わが国の大学院は依然として個別学問ごとの縦割り体制が目立つが、これからは専門分野の領域を越えて
相互の知的交流を促す場を提供することが大学の重要な使命となろう。
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［学歴］
1955年　慶鷹義塾大学工学部電気工学科卒業
1957年　同大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程修了
1957年　大阪大学工学部助手
1957年　通商産業省工業技術院電気試験所電子部技官
1960年　米国イリノイ大学計算機研究所研究助手
1968年　工学博士（慶鷹義塾大学）
1971年慶応義塾大学工学部電気工学科教授
1982年　英国ケンブリッジ大学ダウニングカレッジ及び計算機研究所訪問教授（フェロー）
1990年　慶鷹義塾大学環境情報学部学部長・教i授
1994年　同大学院政策・メディア研究科委員長・教授
1999年東京工科大学メディア学部学部長
1999年　東京工科大学学長
　　　現在に至る
［受賞］
1968年通商産業大臣賞
1977年　米国計算機学会最優秀論文賞
1979年　電子通信学会論文賞
1980年電子通信学会論文賞
1980年　情報処理学会論文賞
1987年通商産業大臣賞
1995年情報処理学会功績賞
1995年　紫綬褒章
［専門分野］
計算機アーキテクチャ・次世代コンピュータ・メディアテクノロジー
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